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ここを　  うここを　  う問問町政

質　 問　 者 質　　問　　事　　項

1 新政会
藤田　博 （１）協働のまちづくりは

2 政風会
岡田　千賀子

（１）防災機能のある公園整備を
（２）これからの公共施設は
（３）子供の健全な成長のために

3 無所属
松下　嘉城

（１）組織機構改革は
（２）学校施設バリアフリー化の進捗は
（３）運動部活動の地域移行は
（４）グループホーム助成制度の拡大を

4 無所属
香田　永明

（１）播磨町花火大会を
（２）地域運動部活動推進事業は

5 公明党
木村　晴恵

（１）帯状疱疹ワクチンの助成を
（２）ＡＥＤ使用時の女性への配慮を
（３）子供政策は
（４）本町の危機管理は

6 新政会
神吉　史久

（１）台風１４号への対応は
（２）県道７１８号線（通称浜国）の渋滞緩和は
（３）市街化調整区域は

7 日本共産党
野北　知見

（１）２０５０年カーボンニュートラルに向けて
（２）核兵器廃絶のまち宣言の取組を
（３）パートナーシップ宣言制度の導入を

8 無所属
大北　良子

（１）今後の不登校支援は
（２）今後のこども園の支援は
（３）協働のまちづくりとシティプロモーションを

9 日本共産党
松岡　光子

（１）家族介護者に支援を
（２）学校給食費を無料に

10 政風会
藤原　秀策

（１）土山駅北地区の整備を
（２）ＪＲ土山駅の立体化は
（３）市街化調整区域の廃止は

12月13～14日の２日間、10人の議員が一般質問を行
い、町政全般にわたり町当局の考えをただしました。

一般質問とは、議員が町政全般にわたり、その
執行状況または将来の方針に対する質疑、政策
提言などを執行機関に行うものです。録画配信

▲ 60 周年記念式典での宣言

▲防災機能を備えた土山駅南ガーデンプラザ
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田
だ
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子
こ

問　
町
制
施
行
60
周
年
記
念

式
典
に
て
「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
宣
言
」が
表
明
さ
れ
た
。

宣
言
に
は
、「
自
分
た
ち
の

ま
ち
を
み
ん
な
で
つ
く
る
参

画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

行
い
ま
す
。」
と
あ
る
が
、

行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
な
体

制
で
推
進
し
て
い
く
の
か
。

答　

令
和
２
年
度
か
ら
「
ま

ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

を
配
置
し
、
自
治
会
を
中
心

に
地
域
が
相
談
し
や
す
い
体

制
を
構
築
し
た
。
ま
た
、
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
、
令
和
４
年
10
月
の
機

構
改
革
に
お
い
て
協
働
推
進

課
を
組
織
し
た
。加
え
て「
播

磨
町
協
働
連
携
会
議
」
を
庁

一
般

質

問

新政会

政風会

協動のまちづくり宣言の実践を

公園整備に防災機能を

行政と住民みんなで力を合わせる

整備を推奨していきたい

町　長

町　長

ここを　  うここを　  う問問町政

問　
防
災
に
お
け
る
フ
ェ
ー

ズ
フ
リ
ー
に
つ
い
て
見
解
は
。

答　

防
災
を
特
別
視
せ
ず
平

時
か
ら
備
え
、
非
常
時
に
も

対
応
で
き
る
概
念
と
し
て
有

効
と
考
え
る
。
一
つ
の
方
法

と
し
て｢

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト

ッ
ク
法｣

に
よ
る
備
蓄
を
啓

発
し
て
い
る
。

問　

地
域
の
一
時
避
難
地
で

あ
る
長
池
公
園
の
ベ
ン
チ
の

改
修
時
に
、
防
災
訓
練
で
も

活
用
で
き
る｢

か
ま
ど
ベ
ン

チ｣

の
設
置
を
計
画
し
て
い

る
が
整
備
補
助
へ
の
見
解
は
。

答　

自
治
会
主
導
で
の
防
災

機
能
を
高
め
る
た
め
の
取
り

組
み
は
、
災
害
時
の
備
え
と

し
て
非
常
に
有
効
で
あ
る
。

内
に
設
置
し
、
情
報
共
有
と

連
携
を
図
っ
て
い
く
。

問　
人
と
人
が
つ
な
が
る
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め

の
支
援
と
方
策
は
。

答　

対
話
を
す
る
た
め
に

「
町
長
と
語
ろ
う　

オ
ー
プ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
た
。
今
後
も
こ
う
し
た

機
会
を
設
け
て
い
き
た
い
。

問　
人
間
関
係
が
希
薄
に
な

り
つ
つ
あ
る
播
磨
町
で
、
楽

し
く
地
域
活
動
に
参
加
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
対
策
は
。

答　

地
域
情
報
も
積
極
的
に

収
集
、発
信
し
た
い
。
ま
た
、

日
頃
か
ら
ま
ち
に
つ
い
て
話

し
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
環
境
を
目
指
し
て
い
く
。

問　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

根
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
は

自
治
会
組
織
と
の
連
携
が
重

要
で
は
。

答　

地
域
活
動
の
核
と
な
る

自
治
会
活
動
に
お
い
て
、
町

か
ら
の
情
報
を
文
書
だ
け
で

な
く
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
デ
ジ

タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
運

用
を
実
施
し
て
い
る
。

住
民
の
防
災
意
識
の
向
上
が

図
ら
れ
、
減
災
に
つ
な
が
る

有
用
な
手
立
て
で
あ
り
、
町

の
事
業
と
し
て
設
置
し
て
い

き
た
い
。

子
ど
も
の
権
利
条
例
は

町
の
み
ん
な
で

作
り
た
い

町
長

問　
子
ど
も
の
権
利
条
例
の

制
定
は
。

答　

実
効
性
の
あ
る｢

播
磨

町
子
ど
も
の
権
利
条
例｣

を

町
の
み
ん
な
で
作
り
上
げ
て

い
き
た
い
。

問　

令
和
７
年
度
に
策
定
の

｢

第
三
期
播
磨
町
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画｣

に

子
ど
も
た
ち
の
声
は
反
映
さ

れ
る
の
か
。

答　

令
和
５
年
度
に
子
育
て

世
帯
１
０
０
０
名
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
う
。
ま
た
、

小
学
校
高
学
年
以
上
の
児
童

生
徒
を
対
象
に
、
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
・
子
ど
も
の
貧
困
対

策
に
関
す
る
調
査
を
新
た
に

実
施
す
る
。｢

子
ど
も
版
オ

ー
プ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ｣

や

｢

子
ど
も
議
会｣

の
よ
う
な

仕
組
み
も
取
り
入
れ
た
い
。

【お詫びと訂正】
令和４年10月24日に発行しました「はりま議会だより」256号にて次の通り誤りがありました。
読者の皆様並びに関係者各位にご迷惑をおかけしましたことをお詫びするとともにここに訂正させていただきます。
９ページ「町政ここを問う」
（誤）▶持続可能な行政運営を　（正）▶持続可能な行政経営を
（誤）▶香田俊則　（正）▶香田永明


